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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヤコブ５：７－８　 ･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２７番

*交読文　････････････････ 　５１番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　２５番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　４４４番

メッセージ　･･････････････ 「ですから」あなたがたの労苦が無駄になることはない(１コリント 15:58)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４１２番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　　何事も思い煩ってはならない。ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささ

げ、＿＿の求めるところを神に申し上げるがよい。そうすれば、人知ではとうてい

測り知ることのできない神の平安が、＿＿の心と思いとを、キリスト・イエスにあっ

て守るであろう。(ピリピ 4:6-7)

　今、＿＿は鏡にぼんやり映るものを見ていますが、その時には顔と顔とを合わ

せて見ることになります。今、＿＿は一部分しか知りませんが、その時には、＿＿

が完全に知られているのと同じように、私も完全に知ることになります。こういうわ

けで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているの

は愛です。(１コリント 13:12-13)

 だから、愛する＿＿よ。堅く立って動かされず、いつも全力を注いで主のわざに

励みなさい。主にあっては、＿＿の労苦がむだになることはないと、＿＿は知っ

ているからである。（15:58）

メッセージ概要

　先週のコーエン大学日本公開セミナーは沢山の恵みの内に終った。今回は、コーエン大学設立総長の

カン・シンゴン博士も忙しい間を縫って来られ、水曜夜の集会ではメッセージもされた。カン先生は今まで

多大な労苦と責任を負って来られたが、彼が今に至るまで支えとなって来た言葉が、本日の御言葉である。

『だから（  ωστε  （ホステー）、愛する兄弟達よ。堅く立って動かされず、いつも全力を注いで主のわざに励み

なさい。主にあっては、あなたがたの労苦  （  κόπος  ：コポス）  がむだになることはない…。』(１コリント 15:58)

　この御言葉は、接続詞「  ωστε  （ホステー：ですから、そういうわけで、  therefore  ）」で始まる。これは、直前ま

での物事を束ね、「そういうわけで」こうなる、と、後に続ける言葉である。物事には原因と結果があり、その

両者を「ホステー」が繋げる。今の私達は、良しにつけ悪しきにつけ過去に成した一つ一つの「原因」を積

み上げた結果がある。そして、今私達が為す一つ一つの行いは、将来生み出される結果の「原因」となる。

　だから、１コリント１５章の最後の節の「ですから」は、１節から５７節までを包括し、５８節に繋げているのだ。

第一コリント１５章といえば、復活と希望の章である。人は死んだら終わりではない。死んだ後、必ずよみが

えらされ、そしてそれぞれのの行いに応じて審判を受ける。天国も、地獄も、確実に存在する。

パウロは、次の事を「最もたいせつな事」としている（３節）。すなわち、キリストは私達の罪のために死なれ、

葬られ、三日目によみがえられ、ケパに現れ、それから１２弟子にもあらわれ、そして最後に、最も小さなこ

の自分にも現れて下さり、そして、神の恵みによって今のわたしになった(3-11)。これは私達にも同じである。

「ですから」、固く立って主のわざに励む必要がある。そして、その労は一つも無駄に落ちる事は無い。

　主にあって労苦した事（コポス）は、決して無駄になる事は無い。キリストに敵対する世の諸々の事柄が、

群れをなして、自分へと襲いかかって来た時。あの時流した汗や涙も、主にあって忍耐し続けた一瞬一瞬

も、決して無駄に落ちる事は、無い。「ですから」今、目の前に置かれた善を行う事に、疲れてはならない。

たゆまないで働いているなら、時が来れば、必ず刈り取るようになるからだ（ガラテヤ６：７－９）。

　「ですから」、いつも全力を注いで主のわざに励みなさい、とパウロは続ける。海がどんな暗くても、灯台

の光を目指し、進み続けるなら、必ず目的の港に入る事が出来るように、キリスト者にはそれぞれ、暗闇に

輝く灯台のような、目指して行くべき御言葉が必要である。もし、そのキリスト者に、それを「  見続ける力  」が

あり、それに向かって「  進んで行く事を止めない  」なら、必ず主の栄光の領域へと到達して報われる。

　「ここに、聖徒たちの忍耐（ヒュポモネー）と信仰とがある。」（黙示録 13:10）　この忍耐（ヒュポモネー）は、

農夫が、「下に（ヒュポ）」＋「ひざまづいて（モネー）」、蒔いた種の実りを待つものであり、「嫌々ながら」の

ような消極的な色合いは無く、むしろ希望をもって楽しみに待つような、積極的な色合いのある言葉である。

　忍耐と希望は、必ずセットである。ヘブライ思考的には、「希望」には、未来を目の前の今へと引っ張る力

のあるものとしている。だから、種を蒔いたら「5 年後には、もしかしたら実がなるかなあ？」ではない。

蒔いたら、5 年後には実がなって、喜んで刈り入れをし、おいしく味わって食べている事を、「今日のように

見て待つ」のだ。時間を先取りし、引っ張てきて、今ここにあるかのように見えるから、期待して待てるのだ。

信仰とは、見えないことの「保証」である。未来に起きるか起きないか定かでないような、おぼろげな事柄で

はなく、未来に確実にある事柄を、まだ見てはいないけれども今、手元に引っ張って来る事なのだ。

　それは、預金通帳に何千億円も入っていると記帳されている事に似ている。もしそうなら、日々食べる事

について心配する必要は無いし、ビルを購入する事にさえも、何の躊躇もいらない。同じように「御言葉」

の明細を見るなら、私達は何を食べようか何を着ようかと心配する必要は一切ないはずであり、その富を引

き出すために、「信仰」という印鑑を持って、「行い」という銀行へ足を運んで行くのみである。

世の銀行、世のマネーは、何百年後には破綻しているとしても、神の言葉は、永遠に破綻しないからだ。

　原因には、必ず結果がつきまとう。それは、良しにつけ、悪しきにつけ。労苦（コポス）には必ず良い報酬

が返って来るのと同じように、労苦の逆である「なまける事」にも、必ず悪い報酬が返って来る。

「ですから」主が与えて下さる莫大な報いが将来に待っている事を、あたかも今、それを受けているかのよ

うに望み見、喜んで、今日与えられている一つ一つの事を、気落ちする事なく、希望をもって成していく皆

さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

